
評議員の会 
６日（金） 

８:50 までに登園してください。 

第２回内科検診 
６日（金）13:30～ 

 古橋医院の河地先生に来

ていただいて行います。体

調を整えて検診が受けられ

るようにしましょう。 

 

11 月の行事予定 

４ 水 遠足予備日 

６ 金 
評議員の会（9:30～12:00） 

第２回内科検診（13:30） 

７ 土 ふるさと学習発表会 

１０ 火 
栄養訪問（10:30） 

保育料等引落日 

１２ 木 
園外保育 

おにぎりの日 

１５ 日 ノーゲームデー 

１７ 火 命を守る訓練 

１８ 水 園小交流会（10:30～） 

１９ 木 お茶会 

２０ 金 
ＡＬＴ訪問 

保護者会連絡協議会 

２６ 木 誕生会 

２７ 金 園小交流会（9:30～） 

 

２日（水）～１３日（日） 

養老町小学校･こども園･保育園作品展 

２日（水）ひびきあい集会 

８日（火）～１１日（金） 

    個別・希望懇談 

11/16 より懇談希望日の聞き取り及び 

調整を行います。（各自表に記入） 

９日（水）発育測定 

１０日（木）栄養訪問 10:45～ 

１５日（火）おにぎりの日 

      園外保育 

１６日（水）命を守る訓練 

１７日（木）お茶会 

１８日（金）誕生会 

２０日（日）ノーゲームデー 

２２日（火）クリスマス会 

２５日（金）２学期振り返りの会 

11 月 
 

えんだより 

 
令和２年１０月２６日 船附こども園 

 

今 月 の ね ら い 
・いろいろな運動遊びや集団遊びを、保育者や友達と一緒に楽しむ。 

・身近な自然の変化に、興味や関心をもつ。 

・風邪・感染症予防に努め、手洗い・うがいを習慣付ける。 

 澄み切った秋空が広がる日が増え、子ども達は固定遊具や巧技台な

どを使って体を動かして遊んだり、落ち葉など秋の自然を見つけ制作

に活用たりして楽しんでいます。２９日には親子親睦遠足でこどもの

国に出かけるため、より秋を感じながら木の実などを探したり体を動

かして遊んだりすることができるのではないかと楽しみにしていま

す。 

朝夕と日中の気温差が大きくなったり、急に寒い日が多くなってき

たりしています。体調管理には十分配慮し、元気に過ごせるよう、手

洗い・うがい・消毒に心がけたいと思います。 

1１月うまれのおともだち 

６さいになります    ５さいになります 
          さん            さん 

 さん 

４さいになります    ３さいになります 

         さん            さん 

子ども達を感染症から守ろう！ 
 

コロナウイルスはアルコール消毒で効き目があるが、

ノロウイルスは、アルコール消毒では効かないそうで

す。そのためには６月の園だよりに掲載したようにしっ

かりとした手洗いが必要になります。石鹸での手洗いは

菌やウイルスが少ないとされる手のひらから指先へ、消

毒は逆に菌の多い指先から手のひらへ意識して行うと

よいそうです。爪先と爪の間には 80～90％もの菌やウ

イルスがいるため、指先を洗うブラシを活用するのもよ

いと思います。手洗い後はしっかりと手を拭き乾いた状

態で消毒をするのが効果的です。 

遠足予備日 
４日（水） 

10 月 1 日に配付しました、『親子親睦遠足に

ついて』を見て準備をお願いします。 

園外保育・おにぎりの日 

１２日（木） 
 おにぎりを持って下笠方面に出かけます。

ばら・ゆり組は親子でおにぎり作りを、ふじ

組は自分でおにぎりを作る事ができるよう見

届けをお願いします。 

持ち物：リュック・おにぎり（お弁当箱に入

れて）・水筒・ナフキン・おしぼり 

服 装：制服・白シャツ・体操ズボン 

園小交流会 
18 日･27 日 

ふじ組が小学校へ出かけ

て、１年生と交流します。 

お茶会 
１９日（木） 

ゆり・ふじ組は白い靴下

を履いて来てください。 

保育料について 

 今月の保育料等の引き

落としは、１１月１０日

（火）です。 

尚、ふじ組は、「卒園ア

ルバム」の積立分も引き落

とされます。 

 

１２月の行事 

お し ら せ 
 先日、来年度継続等の書類を出していただきましたが、職場・勤務時

間など何らかの変更があった場合、支給認定変更届出書の提出が必要と

なります。変更届が必要な場合、園又は子ども課の方へ問い合わせくだ

さい。 

動きやすい服装で 

下着を着る 
保温性・吸湿性を考える

と、綿 100％で半袖のも

のが良いとされていま

す。古くなると目が詰ま

って保温量が低下するの

で気をつけましょう。 

普段の服装は「活発に遊べる」という

点を優先していただき、これから訪れ

る寒い冬も薄着に心がけつつ、快適に

過ごせる服装を考えてみましょう。 

着脱しやすいもの 
ファッション性よりも、ボタンをかけた

りしやすく、一人で着脱しやすい服をお

すすめします。 


